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編 集 方 針

環境。社会報告書は、信越化学の環境活動、実績をご報告するために作成したものです。今回の報告書では、製造現場の環境活

動を紹介するため、信越半導体および同社白河工場を取り上げています(23ベージ)。

また、今回はこれまで継続的に発行していた環境報告書に信越化学のCSR(企 業の社会的責任)の情報も掲載し(14～21ページ)、

合わせて「環境。社会報告書」と改称しました。

報告書対象期間

2003年4月1日～2004年3月31日
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21世紀は「環境の世紀」と言われていますが、企業活動においても世界的に環境への配

慮や対応が重要視される時代となっています。信越化学グループは、この「環境の世紀」に

おいて安全確保と環境保全を最優先事項と考え、「安全・環境第一」を経営目標に掲げ事

業活動を進めています。

信越化学グループは、大気汚染や水質汚濁の防止、有害物質の排出抑制などの環境管

理活動を確実に実施し、また、省資源・省エネルギーや環境負荷削減に効果のあるエコ製

品を開発するなど、環境保全への対応を積極的に推進しています。

1998年には、環境経営を積極的に推進するための信越化学グループの指針として「環境

基本憲章」を採択しました。また、環境管理の国際標準規格であるlS0 14001については、

信越化学グループの国内外の主要生産拠点で認証を取得しました。

一方、昨今企業の社会的責任 (CSR)が注目され、企業活動においても多様なステーク

ホルダーヘの配慮と適切な情報発信が求められる中で、当社も良き市民として地域社会に

おける積極的な活動を通し、社会へ寄与するため一層の努力を行っております。

これら信越化学グループの環境保全とCSRに 対する取り組みを、社会一般ならびに信

越化学グループと関わりの深い地域社会の皆さま、お取引先や株主・投資家の皆さまにご

理解いただけるよう、従来の環境報告書から環境 ・社会報告書へ改称し、本報告書を作成

しました。

信越化学グループは、これからも、環境保全が最重要課題であると強く認識 し、世界中

の工場および事業所において、地域の模範市民として、地域社会や地球環境の保全に努力

していきます。

平成 16年10月

代表取締役社長 金 川 千 尋

ご あ い さつ
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環 境 基 本 憲 章

基 本 理 念

信越化学工業株式会社は、地球環境 を保全することが全人類にとって、

最重要な課題のひとつであることを認識 し、企業活動のあらゆる面で環境保全に配慮することを

基本理念として、持続的な発展が可能な社会を目指 します。

行 動 指 針

F
地球環境の保全活動を推進するため、効果的な環境管理活動が出来る組織に整備 します。

2
企業活動によって生ずる環境への影響を的確に把握し、技術的に可能な範囲で、廃棄物 ・有害物の削減、

省エネルギー、省資源及びリサイクルについて目的 ・目標を定め、定期的に見直しを行いながら

環境保全の継続的改善 を図ります。

J
地方自治体、国及び国際的な環境関連の法律、規則、協定などを道守すると共に、

更に自主管理基準を制定して環境汚染の予防に努めます。

イ
環境保全についての教育、社内広報活動などの実施により、全社員の環境基本憲章の理解と

環境意識の高場に努めると共に、地域社会や地球環境に目を向け、

幅広い観点から環境保全活動に努めます。

J
新製品、新技術の開発にあたっては、基礎研究 ・基本設計の段階から生産、流通、使用、

廃棄に至るまで環境に配慮 した評価 を行い、環境負荷の低減に努めます。

し
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環 境 経 営 の 推 進

l l  i越化学 の環境 経常 は、環境 と企 米経常 の次r術環 を田 りつつ 、

十対,とす るl l会の縦統 的改 洋とす↓統 !げ能 な体L会の構築 いに ょ
i t献

す る

ことです 「

つ まり、′l i庁L活 動 や何F究1相発 を通 して 、| ' |らの環境 負荷 を削減す

ることや☆源効キの向 1 1を田 るとともに、環境 にや さしい素材マ) 1相

発や!た供 を行って います.

さらに、環境 1片t令す支14子の irJ li式→去令避
と、11の精 神‖の教 f「あ るいは

地域 F L 公との 共′| モ l T l  l l t し、環境 の 「わ ざ二と 心 」の継 ホを進め

てい ます

ウ

環境 経 営 の しくみ と組織

信越化学では環境経営を推進するために、環境保安担当役員を議長とする「環境保安会議」で環境保全に関する個別の問題

に対応しています。また、環境経営方針や目標、安全衛生に関する指針などについては、本社の環境保安部で取りまとめ推進展

開しています。

さらに、定期的な環境保安監査や個別テーマを定めた特別監査 を実施 し、環境保全や安全確保の活動が確実に運用実施 され

ているか検証 しています。

各工場事業所の環境保安部は、製造部門の環境保安技術のサポートと、自治体、関係官庁、業界団体などの外部機関との渉

外活動 を行っています。

ライン組織 委員会および監査

取締役 環境保安担当 幅 田紀一

じ

○

|
|

○

環境保安
担当役員

一‐‐Ｓ。陣一
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信 越 半 導 体 株 式 会 社 の 環 境 管 理 活 動 概 要

I Ⅲ! 4 1 モまでの 1 l  i 越化学の i :要l i 場にお ける環境 活動 に続 いて、 i i要r会 千にであ る1 l i 越
｀
ト

導 体株式 会キ| :の環境 活動 をキ| 1介します.環 境 安 企併 川!の) : ( 本州!念、方針 、 i iな環境 併川!

指標 を′J すヽ とともに、|ア1河 l i 場の, t 境付川!活動 を紹 介 します.

信 越 半 導 体 グ ル ー プ の 環 境 安 全 管 理 の 基 本 理 念 と方 針

信越半導体グループは信越化学グループの一員として半導体ウエハー事業を手がけており、世界各地に有する

製造拠点から半導体デバイスメーカーに製品を供給している世界最大のシェアを持つ半導体ウエハーメーカーで

す。そうしたグローバルな事業展開の中で、信越化学の「環境基本憲章」に基づき「地球にも人にもやさしい企業活

動」を理念として環境管理を最重要課題の一つとして取り組んでいます。関連の法規類、お客さまからのご要求、

ならびに信越化学の環境保安管理方針に準拠して、環境安全衛生に関する一元的な管理を行い、継続的な改善に

努めています。環境管理の国際標準規格であるiS0 14001の認証は1997年には全工場が取得を完了し、環境管理
の促進をしています。

代表取締役社長 秋谷文男

環 境 安 全 管 理 の 基 本 理 念

信越半導体グループは、
“
地球から人類への贈り物

"で
ある半導体シリコンと化合物半導体を製造し、世

界のユーザーに高品質のウエハーを安定供給することを通して、シリコンソサエティーとも呼ばれるエレ

クトロエクス社会の発展に貢献したいと考えています。

そのため、信越半導体グループは、世界的に求められている持続発展可能な社会を実現するために必

要な
“
地球にも人にもやさしい企業活動

"を
理念とし、環境安/Ft管理を最重要な経営課題の一つとして位

置付けて行動します。

環 境 安 全 管 理 方 針

環境安全管理関係法規類の規定の遵守

事業活動の合ての面において、環境管理および安/ff衛生管理関連法規類の規定を遵守します。

環境保全を配慮した生産活動

原材料の調達から製品が廃業されるまでの広い範囲にわたって、省資源 ・省エネルギー、環境汚染の防

止、廃茉物の 3R・活動に努めるとともに、環境負荷化学物質の規制に配慮していきます。

環境管理システムの実施

環境安全管理規程を定め、方針・目的・日標を設定し、環境管理システムを構築して維持運用します。ま

た、定期的に内部環境安全監査を実施し、経営 トップ層による監査のレビューを通して環境安全管理シ

ステムの継続的な改善を図ります。

操業の安全確保と従業員の安全・衛生・健康

操業の安全を確保し、フェイルセーフで使いやすい装置を開発・使用して従業員の安企確保に努めます。

また、衛生的な職場の確保と従業員の健康の維持・増進に努めます。

教育活動の充実

従業員の環境および安全衛生に対する意識の向上を図るために、会社の環境および安全衛生管理に関

する行動を全従業員に周知するとともに、各種の啓発・教育活動を行うように努めます。

地域に密着した事業活動

信越半導体グループ各社が所在する地域の人々の生活環境に配慮した事業活動を行うように努め、地

域とのコミュニケーションを大切にし、要請があればグループ各社の環境安全管理方針を公開します。

*3Ri

Reduce(使チ|!主削〕或)、 Reuse(押手ないil)、 Recycle(再イ|:呑」'11)のR各.

|

|

1 0
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環 境 管 彊 体 制

信越半導体グループは、環境安全担当役員を委員長として 「中央環境安全委員会」を設け、環境安全管理に関する諸事項を審議、決定して

います。年初に年間の環境安全管理活動、環境安全監査報告書、関係法規、世界的動向を検討し、信越半導体グループ共通の指針として、

環境安全管理計画を立てています。これを受け各サイトは信越化学の各事業所との連携ならびに各国の法規を道守したうえで、指針に基づく

活動を展開しています。各サイトの環境安全管理活動の成果は毎月開催される「環境安全委員会」および年に1回以上の環境安全監査により

確認し、信越半導体グループの活性化、レベルアップを図っています。

ライン組織 中央環境安全委員会と監査システム

取締役 環境安全担当

杉井 憲二

信越半導体の環境経営は、事業活動における環境負荷およびリスクの低減、および先進的な技術開

発による社会全体の環境負荷の低減や資源効率向上に貢献していくことを目指しています。そのために

IS014001の認証取得など環境管理活動の面においても、早くから認証を受けています。

こうした活動に加えて、すべての製造プロセスについて環境を含めた事前安全審査を徹底しているこ

とも特色として挙げられます。

信越 半導体 の環境管理 活動 の特徴 について、本社環境安全部 の荻原部長 に聞 きま した。

環境管理活動は、海外の製造拠点も含めて、事前の環境および安全の審介を法的、技術的な見地か

ら厳格に行い、徹底 して取 り組んできました。具体的には、シリコンウエハーの生産には電力、ガス、

水、薬品を生産プロセスの中で使用することから、省エネルギー、省資源の努力、ならびに排ガス、排

水処理には十分な技術検討を加えた、11での、設備管理を行っています。

回内には41こ場あり、所在地と主要製品を紹介します.群 馬県安中市に発祥工場である磯部工場が

あります.磯 部工場はエピタキシャルウエハーおよび化合物半導体を主として製造 しています3次 に、

福井県武生市に武FL工場があります。武生工場はCZ法 のシリコン単結品の専lltl iE場です。福島県西白

河郡西郷村には、今や主力となった白河工場があり、300ミリ径の単ネキ品からウエハーまでの一貫生産

工場です.さ らに、新潟県中顕城都顕城村には犀潟工場があり、FZ法 シリコン単結品の専門工場があ

ります。いずれの製造拠点もどL産にかかわる大気、河川の環境保/LSにはその地域性に十分に配慮し、

日常的に取 り組んでおります。また、住民 ・企業 ,学校などが定期的に行っている環境美化運動には積

極的に参加したり、防災訓練の際に地域の代表者の方々に参加していただくなど地元との交流を盛ん

に行っています。

信越半導体は、今後も一層省資源、省エネルギー、廃葉物管理、環境負荷化学物質低減への取 り組

みを強化するとともに、どと産効率の向 liに雑続的に取 り組み、地球環境にやさしい企業を目指 します.

今回の環境報告書では、信越半導体の環境マネジメント、4工場の主要環境負荷データを掲載すると

ともに、主力LL場である白河工場の活動を取 り1をげます.

D

環境安全

担当役員
(委員長)
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環 境 管 理 指 標

シリコンウエハーの生産においては、主要原材料として高純度シリコン・エネルギー・水・ガス・薬品を使用しており、信越半導体の環境管

理の重点項目は「省資源」。「省エネルギー」・「廃棄物管理」です。ここに環境管理の主要な指標を紹介します。

主 要 指 標
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エネルギー使用i

1039

総合排水エ

指数(%)

エネルギー消費量

信越半導体は、さまざまな製造工程で、熱源および動力源として電気エネルギーや熱エネルギーを使

用しています。地球資源の有効活用のため、さまざまな方法で省エネルギーに取り組んでいます。
・コジェネレーションシステムの導入促進
・プロセス中の加熱および冷却方法の高効率化
・高効率冷凍機の採用による消費電力の削減
・排熱利用によるエネルギーコス トの低減

などのさまざまな技術的改善でエネルギーの利用効率向上に努めています。

2003年度のエネルギー消費量は127,000キロリットル(原油換算)となり、前年度より売上高原単位で

1,500キロリットル(原油換算)の省エネルギー効果が得られました。

排水

工場では、主に製品の製造や洗浄などに使用する「プロセス水」と製造機器などの冷却に使う「冷却水」

の 2種 類の水を使用しています。これらの水は、使用後も再利用しつつ、最終的に適切な処理を施して

法律や自治体の規制値あるいは協定値を下回ることを確認してから、河川に放流しています。

ここ数年間は生産量の増加に伴い総合排水量は増加傾向になっており、今後はさらにリユース率を高

めて行くことが課題です。

排水水質監視モニタリング状況:白河工場

*pH:

水素イオン濃度(loglH+1)。水浴波の酸性(くpH 7)、中性(=pH 7)、アルカリ性(>pH 7)を表す指標。

*BOD:

Blochemica1 0xygen Demandの略。生物化学的酸素要求量。水中の汚濁物(有害物)が水中の微生物によって分解され

る時に必要な酸素量で、水質汚染の程度を示す数値。

*SS:

Suspended Solidの略。水中に浮遊する物質の量。水の濁りの原因で、大きくなると魚類に影響が現れる.

廃棄物管理

生産活動より発生する廃葉物については、発生量を抑制するとともに、リサイクルや再利用の推進を図

っています。

工場からは、副生成物・廃溶剤 ・汚泥・廃油 ,廃酸などが産業廃棄物として排出されます。環境管理活動

の目標 として廃棄物の 3R!舌動に取 り組み、有価金属の回収や有機溶剤、酸、アルカリ、無機汚泥のリサ

イクル化などを進めました。

その結果、2003年度は、最終処分量で850トン弱になり、1999年度のおよそ35%と いう大幅な廃棄物

削減を達成 しました。

単位指数(%)

0 廃棄物

排水水質分析表

pHⅢ

排水基準

58～86

'99

7 8

'00

7 8

'03

7 3

BOD° (mg川) く36

SS・(mo川) <500 <36

師
同
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
□
００

l  l最 終処分エ
● 売 上高原単位指数(%)
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・安全活動

予防安全委員会による設備の環境 ・安全の確保、HAZOPや リスクアセスメント手法を活用して設備や作業手順の改善を実施 しています。

同時に定期的な安全巡視や安全改善提案等の活動を通してさまざまな面から安全確保に努めています。こうした活動の結果、最近の 5年 間で

は休業災書ゼロを達成しています。
・衡生活動

定期的に健康診断を実施し、従業員の健康管理を行うとともに、作業環境の改善や労働疾病の発生抑制に努めています。また、メンタルヘ

ルス面への取り組みも積極的に進め、心の健康管理へのサポートも行っています。

労働安全成積の推移:災害度数率

その他 の環 境 保 全 お よび 安 全確 保 の活 動

年  度
'99                 '00                 '01                 '02                 '03

休業災書件数 0 0 0

不休災書件数 4 2

合計件数 4 2

災書度数率 1.29               134               071               081                117

信越半導体では、環境保全および安全確保については、信越化学グループの一員として信越化学と協

力して推進しています。環境安全監査を毎年全工場で実施するとともに、種々の環境安全審査のために

予防安全委員会の開催やゼロ災活動の展開などを数多く行っています。

また、緊急事態に備えての訓練を定期的に実施しています。輸送時の安全対策や化学物質、RoHS指 令

などに伴う環境負荷化学物質管理も推進しています。

白河 工 場 の 環 境 マ ネ ジ メ ン ト

白河工場は、福島県の最南端にあ り、栃木県との県境に位置しています。現在は、300ミリ径のシリ

コン単結晶からウエハーまでの一貫製造ラインとして世界最大規模を有し、今後も300ミリ径の最先端

ウエハーの生産拠点として、世界中のお客さまの期待にお応えしていきます。

工場の概要

所  在  地 :福島県西白河郡西郷村

操 業 開 始 :1984年(昭和59年)12月

敷 地 面 積 :約45万面(緑化率52%)

主要生産品目:シリコンウエハー

主 な 表 彰 :環境関係

1992年 緑 化優良工場 通 商産業大臣賞

1996年 緑 化推進運動功労賞 内 閣総理大臣賞

1996年 う つくしま・ふくしま環境顕彰受賞

衛生関係

1993年 福 島県赤十字血渡センター

献血事業功労表彰

2002年 健 康ふくしま21推進県民大会

感謝状 (福島県知事)

2002年 献 血運動推進全国大会感謝状

厚生労働大臣賞
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白河工場 における環境 管理 活動の特徴 について、環境安全部の坪 田部長 に聞 きました。

ド]河工場は、柄島略キの県花である数多くのしゃくなげが咲 き誇る自然環境に忠 まれた 11場です

インダストリアルパークとして内閣総理人rユ賞を受貨するなど様化運動を以前からflli進しています[

主な環境管理活動は、竹エネルギー、排ガス・排水の管J141、廃葉物の削減およびリサイクルなど広範

1珂にわたっていますi

省エネルギーでは、コジェネレーションシステム(CGS)を1988年に導入して現在3号機まで力`フル稼

働しています=コンプレッサーやその他の余熱をいIJ文して有効に利サ|!しています.

環境待叫としてCGS、ボイラーおよび生産の排ガスについては、全ラインを対象にした排ガス処理設

備によってj由にな処理をして大気に排出しています―排水については、排水塩との削減および排水な+

をクリアした水質の維持に客めていますi

産業廃莱物削〕[式の取 り組みとして、3R活 動を進めています―特に排水汚泥や製造プロセスで使

用した楽占予1の再利用化をta進しており、20041:度中にはリサイクル卒 98%以 Lを「]標として活動 して

います|

製造部 での 日常的 な環境保全活動 について、結晶製造部 の平野部長 、ウエハ ー製造部 の石 崎部長 に聞 きました。

結ユ1製造部では、最先端の製!恥を効率的に生産するために独自に装置設計を行い、省エ ネルギー

化を徹氏追求 して祉統的に改良を加えています.ま た、省資源活動 として、!it要原材料であるシリコ

ンは100%有 効に活用され、リサイクル化しています.高J資材である石英ルツボやカーボン材なども

100%lfl利用しています1大 気環境対策として、従来のロータリーオイルポンプ方式からドライボン

プ方式に切杵えてオイルミストの発生の無いシステムにしています.

じ

じ

工場内に咲 くしゃくなげの花

1寛生Jヒ上
結晶製造部 平野部長

白河工場の製造 を支 えてい る設備管理部の小野 沢部長 に工場設備 の特色 について聞 きました。

ウエハー製造部では、300ミリ径のシリコンウエハーの世界最大規模の製造拠点となっており、供

給者としての責任を強く認識 しています。環境管理活動として、排ガス処rlwについては、プラントメー

カーとタイアップして独由に設計開発を行い、高効率の除午設備を導入しています|ま た、信頼性の

高い、運転管理 も容易な設備にしてあります.省 資源化として、工場で使用した駿、アルカリは自動

化された設備で系統的に分類 して、i:場内外で再利用していますt排 水についてはイL産プロセスで

発生する排水のリサイクル化に取 り組んでいます=

設備管理部では、設備工事
/F‐

般の11科借理、lI場設備および機器の設計管理、ならびにユーテ イ

リティーの運転管理を担当しています.環 境管理活動 として、工場建設における環境安全維持のた

めに災告防に協議会の設立、避″
i手を確実に行っています。工場設備および機器については、竹エ ネ

ルギー化、リサイクル化、自動化、信頼性などに注力 して設計 しています]ま た、ユーテ ィリテ ィー

については、特高変電所、コジェネレーションシステム、ボイラー、純水、排水設備をきめ和1かく運転

管理 し、日常管lllの中で省エネルギー、リサイクル化を継統的に促進 しています.

排水処理設備
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